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2008年11月21日(金)平成20年度奈良県算数数学教育研究大会が,下市町立阿知賀小学校･大淀町立大淀中学校
で行われました｡その概要を報告します。

|記念講演’記念講演 ｢思考力・表現力の育成」

奈良教育大学教職大学院教授
吉 田 明 史 先 生馴

- Ⅳ

※先生は，昭和50年度から県内の高校に勤務され，平成4年度から県指導主事，
平成B年度から文部科学省教科調査官としてご活躍されました。平成１３年度か
らは再度県教育委員会で勤務され，平成１８年度に奈良教育大学客員教授，本年
度より奈良教育大学教職大学院教授に就任されました。

●新学習指導要領
平成元年の学習指導要領に初めて,｢思考力･表現力｣が出てきました｡新学習指導要領は,改正された教育基本法，
学校教育法などを基に,｢思考力･判断力･表現力を問う読解力や記述式問題,知識･技能を活用する問題に課題がある」
という国際調査の結果なども考慮して作成されました。
新学習指導要領の改訂のポイントは,算数･数学的活動を通して,基礎的･基本的な知識･技能を習得させるとともに,思
考力･判断力･表現力等を育成することです｡内容を身につけることだけでなく,｢どんな考え方をしたのか,どういう方法を
とったのか｣などの数学的な見方･考え方を重視して授業をしていくことが重要です｡観察･実験,レポートの作成,論述な
どといった知識･技能を活用する学習活動を充実させることが,基礎的･基本的な知識･技能の確実な定着に結びつきます。

●フィンランドの教育
フインランドの教科書では,どうしてそうなるかという説明よりも計算などの練習に中心が置かれていますが,節や章の終
わりには,方眼を用いて様々なロゴシールの面積を求めることや誕生日の場面でケーキやパイをつくること(材料の分配等）
など,必ず算数･数学の生活への活用場面があります｡知識技能の活用をみるPISA調査の成績がよいのもうなずけます。
日本の教科書では,生活に関連づけた活用が少ないので,これは学ぶべきところです。

●表現力
表現力は,現行の学習指導要領では｢○○に表す｣などほとんどが技能として扱われていますが,新学習指導要領で
は｢表現する能力｣が目標や内容に位置づけられています｡算数･数学における表現力とは,｢自分の主張したい考えや
仕方などを整理し,図･言葉･式などで表現できること,根拠を明らかにして説明できること,筋道を立てて説明できること,わ
かりやすく簡潔に説明できること｣や｢相手の表現や説明が理解できること｣,｢互いに表現や説明の交流ができ,話し合い
協力して,高めあうことができること｣,｢表現されたものを基にして理解したり考えたりできること(読式,読図,読表など)｣で
す。

●思考･表現と理解の関係
判断は思考の中に含まれ,思考と表現は一体と考えられています｡また,思考･表現と理解との関係からみると,理解の
程度には,｢頭の中でわかる(なんとなく理解)→イメージとしてわかる(正しい解答を選べる)→具体的な絵や図としてわ
かる(考え方を説明できる)→理解したことをメモ書き･整理し,要点を書ける→要点を他人に説明できる｣といった段階が
あります。

●思考力･表現力を育てるために
表す目的があること,表すことの必然性や有用性を感じさせる場面があること,言葉,式,図,表などの相互関係の理解を
図ることが必要です｡また,板書が,学習の過程やポイントが体系的にわかり思考の手助けや整理をする場であるとともに，
みんなで考える場となることです｡ノー1､を,練習帳や備忘録にとどまらず,整理･保存,探究のために使うことも大切です｡そ
して,ﾒﾀ認知を促す教師の言語行動も,思考力･表現力の育成に果す役割は大きいです｡表現させる対象を明確にし,多
様な表現が生まれる課題を設定し,問題解決のプロセスを大切にし,わかったこと(学んだことと考えたこと)を書かせること
から始めてみましょう。








